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 認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
方
へ

Ｇ
Ｐ
Ｓ
探
索
サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、
認
知
症
に
よ
り
外
出

先
か
ら
帰
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
る
、
徘
徊
す
る
こ
と

が
あ
る
と
い
っ
た
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を

利
用
し
た
徘
徊
高
齢
者
探
索
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
対
象
者
に

機
器
を
携
帯
し
て
も
ら
い
、
居
場

所
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
際
に
、

お
お
よ
そ
の
居
場
所
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
下

さ
い
。

対
市
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
で

生
活
し
て
い
る
高
齢
者
を
介
護
し
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し
ま
し
た
が
、
現
在
は
　
区
の
焼

２３

却
工
場
で
試
験
処
理
を
し
た
段
階

で
、
実
際
に
本
格
的
に
東
京
都
内

で
処
理
が
始
ま
る
の
は
、　
区
で

２３

３
月
以
降
、
多
摩
の
各
市
で
は
５

～
６
月
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
女
川
町
現
地
で
は
、
震
災
前

に
あ
っ
た
水
産
加
工
工
場
跡
地
が

中
間
処
理
施
設
に
充
て
ら
れ
て
い

て
、
が
れ
き
の
放
射
線
量
の
測
定

の
手
順
、
こ
れ
ま
で
の
測
定
値
な

ど
も
確
認
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
陸
前
高
田
市
の
津
波
被
害
か
ら

の
復
興
に
つ
い
て
は
、
戸
羽
市
長

の
話
し
ぶ
り
か
ら
は
、
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
る
よ
う
で
す
。
陸
前

高
田
市
も
、
が
れ
き
約
１
０
０
万

ト
ン
が
、
市
の
中
心
部
に
う
ず
た

か
く
積
み
上
げ
ら
れ
、
こ
こ
で

も
、
女
川
町
同
様
、
木
材
、
金
属
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
繊
維
、
紙
類
等

の
分
別
作
業
が
大
型
機
械
を
動
員

町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
63

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
63

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
63

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
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カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
63

　
今
年
は
、
例
年
よ
り
寒
い
日
が

続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
昨
年
夏

に
続
い
て
節
電
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
し
て
電
力
消
費
を
抑
え

な
が
ら
も
、
風
邪
な
ど
を
引
か
な

い
よ
う
寒
さ
対
策
を
し
っ
か
り
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
は
じ
め
に
、
宮
城
県
女
川

町
の
須
田
町
長
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
の
戸
羽
市
長
を
訪
問
し
、
改

め
て
東
日
本
大
震
災
、
特
に
津
波

に
よ
る
被
災
の
状
況
と
、
災
害
か

ら
復
興
途
上
の
現
状
を
お
聞
き

し
、
ま
た
、
津
波
に
よ
る
家
屋
等

の
が
れ
き
の
処
理
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
、
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
こ
の
冬
一
番
の
寒
波

と
低
気
圧
に
よ
り
、
太
平
洋
側
の

三
陸
海
岸
地
域
も
大
雪
で
し
た
。

女
川
町
は
人
口
１
万
人
の
漁
業
中

心
の
町
。
急
峻
な
山
を
背
に
町
面

積
の
十
数
％
だ
け
の
平
ら
な
土
地

に
工
場
や
人
家
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
、
約
３
分
の
１
の
建
物

だ
け
が
高
台
に
残
っ
て
い
ま
す
。

津
波
に
よ
る
が
れ
き
＝
廃
棄
物

は
、
約
　
万
ト
ン
で
、
こ
れ
は
、

４４

こ
れ
ま
で
の
年
間
廃
棄
物
処
理
量

４
０
０
０
ト
ン
の
約
１
１
０
年
分

に
相
当
し
ま
す
。

　
昨
年
、
東
京
都
、　
区
の
区
長

２３

会
、
多
摩
地
域
の
市
長
会
と
女
川

町
、
宮
城
県
の
間
で
、
が
れ
き
の

処
理
に
つ
い
て
協
定
を
取
り
交
わ

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
陸
前
高
田
市
は
、
岩
手
県
内
の

焼
却
施
設
で
の
処
理
を
お
願
い
し

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
が
れ
き
の

処
理
は
ま
だ
全
体
の
５
％
し
か
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
短
時
間
し
か
現
地
を
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
二
つ
の
市
、
町

と
も
、
１
年
近
く
経
っ
た
今
で
も

復
興
へ
の
道
の
り
が
よ
く
見
え
な

い
、
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。

て
い
る
方

費
月
額
４
２
０
円
（
通
話
料
・
通

信
料
が
別
途
必
要
）

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
６
返
７
２
４
・
１
１
９
０

離
職
し
た
方
に

家
賃
を
支
給

　
２
０
０
７
年
　
月
１
日
以
降
に

１０

離
職
し
た
方
で
、
住
宅
を
失
っ

た
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
の
あ
る
方

に
家
賃
を
支
給
し
、
住
宅
及
び
就

労
機
会
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
次
の
①
～
⑦
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方
　
①
２
０
０
７
年
　
月
１

１０

日
以
降
に
離
職
し
、
住
宅
を
失
っ

た
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
が
あ
る
②

世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
た
、

ま
た
は
現
在
維
持
し
て
い
る
③
就

労
能
力
及
び
常
用
就
職
の
意
欲
が

あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
行
う
④
世
帯
の
月

の
収
入
の
合
計
が
、
単
身
世
帯
は

８
万
４
０
０
円
＋
家
賃
額
（
上
限

５
万
３
７
０
０
円
）
未
満
、
２
人

世
帯
は
　
万
２
０
０
０
円
以
下
、

１７

３
人
以
上
世
帯
は
　
万
２
０
０
０

１７

円
＋
家
賃
額
（
上
限
６
万
９
８
０

０
円
）
未
満
で
あ
る
⑤
世
帯
の
預

貯
金
合
計
額
が
単
身
世
帯
は
　
万
５０

円
以
下
、
２
人
以
上
世
帯
は
１
０

０
万
円
以
下
で
あ
る
⑥
国
や
地
方

自
治
体
等
が
実
施
す
る
類
似
の
給

付
ま
た
は
貸
し
付
け
を
申
請
者
及

び
世
帯
に
属
す
る
方
が
受
け
て
い

な
い
⑦
申
請
者
及
び
世
帯
に
属
す

る
方
が
暴
力
団
員
で
な
い

内
月
額
家
賃
額
を
支
給
（
単
身
世

帯
は
５
万
３
７
０
０
円
、
複
数
世

帯
は
６
万
９
８
０
０
円
を
上
限
）

※
支
給
期
間
は
６
か
月
間
以
内
で

す
。
た
だ
し
、
規
定
の
就
職
活
動

を
誠
実
に
継
続
し
、
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
場
合
は
、
３
か
月

間
を
限
度
に
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
住
宅
の
貸
主
ま
た
は
貸
主
か
ら

委
託
を
受
け
た
事
業
者
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

※
家
賃
の
支
給
を
受
け
る
方
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
総

合
支
援
資
金
貸
付
の
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
生
活
援
護
課
就
労
・
住
宅
相
談

担
当
（
市
役
所
森
野
分
庁
舎
１

階
）
辺辺
７
２
９
・
７
６
７
０

看
護
職
復
職
支
援
研
修

対
現
在
離
職
中
で
、
看
護
職
資
格

（
看
護
師
・
助
産
師
・
保
健
師
・

准
看
護
師
）
を
お
持
ち
の
方

日
・
定
１
日
コ
ー
ス
（
３
月
６
日
）

＝
　
人
、
５
日
間
コ
ー
ス
（
３
月

２０
６
日
～
　
日
の
平
日
）
＝
８
人
、

１２

７
日
コ
ー
ス
（
３
月
６
日
～
　
日
１４

の
平
日
）
＝
４
人
、
助
産
師
コ
ー

ス
（
３
月
６
日
～
　
日
の
平
日
）

１４

＝
２
人
、
各
日
と
も
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
い
ず
れ
も
申
し
込
み

順
）

場
町
田
市
民
病
院

申
町
田
市
民
病
院
看
護
師
募
集
サ

イ
ト
ま
た
は
電
話
で
市
民
病
院
総

務
課
（
辺辺
７
２
２
・
２
２
３
０
娩

http://www.nurse-machida.jp

                           /  ）

へ
。

外
国
人
の
た
め
の

無
料
相
談
会

　
弁
護
士
・
行
政
書
士
な
ど
専
門

家
が
、
ビ
ザ
・
在
留
資
格
・
国
際

結
婚
・
離
婚
・
健
康
保
険
・
失
業

保
険
・
年
金
・
子
育
て
な
ど
、
毎

日
の
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
聞
き
た
い
こ
と
の
相
談
を
受

け
ま
す
。

※
通
訳
言
語
は
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
・
朝
鮮
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

ド
イ
ツ
語
で
す
。

日
３
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時
～

４
時

場
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

申
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

（
辺辺
７
２
２
・
４
２
６
０
返
７
２

２
・
５
３
３
０
遍info@machida

            -  

kokusai.j

         p  ）
へ
。

お
も
ち
ゃ
病
院
ま
ち
だ

【
つ
る
っ
こ
に
も
開
院
し
ま
す
～

２
月
　
日
ス
タ
ー
ト
】

１８

　
お
も
ち
ゃ
病
院
ま
ち
だ
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で

治
療
（
修
理
）
し
ま
す
。

　
目
の
前
で
修
理
を
見
る
と
、
お

も
ち
ゃ
の
仕
組
み
が
分
か
り
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
過
ご

せ
ま
す
。

※
時
間
が
か
か
る
場
合
は
「
入

院
」
し
、
後
日
の
退
院
と
な
り
ま

す
。

※
銃
や
刀
等
の
お
も
ち
ゃ
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。
骨
董
価
値
の

あ
る
も
の
や
最
新
の
ゲ
ー
ム
機
器

等
は
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
２
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
～

１８

１０

午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
２
時
ま

で
）

※
以
降
は
偶
数
月
の
第
３
土
曜
日

に
開
院
し
ま
す
。

場
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

※
部
品
交
換
時
は
、
１
０
０
円
か

ら
５
０
０
円
程
度
の
実
費
負
担
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
他
に
も
町
田
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
４
階
（
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日
）、
玉
川
学
園
こ
ろ
こ
ろ
児
童

館
（
奇
数
月
の
第
３
土
曜
日
）
で

も
開
院
し
て
い
ま
す
。

問
ご
み
減
量
課
辺辺
７
９
７
・
０
５

３
０
返
７
９
７
・
５
３
７
４
、
つ

る
っ
こ
辺辺
７
０
８
・
０
２
３
６
返

７
０
８
・
０
２
４
５

ホ
ー
ル
・
会
議
室
等
の
予
約
に
つ

い
て鶴

川
緑
の
交
流
館

　
鶴
川
駅
前
に
今
秋
オ
ー
プ
ン
す

る
「
鶴
川
緑
の
交
流
館
」
に
は
、

左
下
表
の
と
お
り
ホ
ー
ル
・
会
議

室
等
の
貸
出
施
設
が
あ
り
ま
す
。

各
施
設
の
一
般
貸
し
出
し
は
、
２

０
１
３
年
１
月
分
か
ら
行
い
ま

す
。
予
約
受
付
は
７
月
か
ら
開
始

し
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
料
金
等
の
詳
細
は

３
月
１
日
か
ら
ま
ち
だ
施
設
案
内

予
約
シ
ス
テ
ム
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

【
利
用
申
込
の
開
始
】

○
ホ
ー
ル
・
多
目
的
室
＝
７
月
５

日
か
ら
町
田
市
民
ホ
ー
ル
で
２
０

１
３
年
１
月
～
７
月
利
用
分
の
受

付
（
抽
選
）
開
始

○
練
習
室
・
会
議
室
・
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
ル
ー
ム
＝
７
月
１
日
か
ら
ま

ち
だ
施
設
案
内
予
約
シ
ス
テ
ム

で
、
２
０
１
３
年
１
月
利
用
分
の

受
付
開
始

※
申
し
込
み
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
町
田
市
民
ホ
ー
ル
（
辺辺

７
２
８
・
４
３
０
０
返
７
２
９
・

６
７
３
０
）
へ
。

問
文
化
振
興
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

８
４
返
７
２
４
・
４
０
４
４

【貸出施設一覧】

申込先定　員床面積名　称階

町田市民ホール３００人４５４．１８㎡ホール地下２階

まちだ施設案内
予約システム

６人２２．３㎡練習室１
地下１階

６人２１．３５㎡練習室２

２０人３７．４㎡プレイルーム１階

１０人２７．９４㎡練習室３

３階

町田市民ホール１２０人９９．５６㎡多目的室

まちだ施設案内
予約システム

３０人７２．４９㎡リハーサル室

２０人４０．３９㎡会議室兼託児室

２０人３９．２５㎡会議室

３０人７３．０１㎡エクササイズル
ーム

月間最高音
（ｄＢ）

騒音発生回数（回）測定月測定場所 合計１００ｄＢ以上９０～９９ｄＢ８０～８９ｄＢ７０～７９ｄＢ
９１．３５９０１９４９１０月

本町田東小学校 １０１．８１７１３２４５４９０１１月
９３．８２８１０６１７６９９１２月
９０．６１９１０１９１８１１０月

小山小学校 ９３．７２７３０５３２２３６１１月
９１．４３０００３６２２３５１２月
９１．３８４０１１２７１１０月

町田第五小学校 １０２．１１７９４２４５７９４１１月
９７．１２９９０５１２６１６８１２月
９５．２９５０５２７６３１０月

忠生第三小学校 ９８．７１７００２４４９９７１１月
９９．１３４１０８３１５６１０２１２月
９５．５３９０１１２２６１０月

南中学校 ９５．９１８６０８１１１６７１１月
９４．５３４６０１２２２１１１３１２月

※測定期間は２０１１年１０月１日～１２月３１日です／発生回数は、７０ｄＢ（デシベル）以上の騒音が５秒以
上継続した回数です／町田市役所、忠生・鶴川第二の各小学校の測定値は、都から報告があり次第お
知らせします／音の目安は、７０ｄＢ…目覚まし時計の音、８０ｄＢ…地下鉄車内の音、９０ｄＢ…スピーカー
の１メートル前で聞くカラオケの音、１００ｄＢ…電車通過時のガード下、です。
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問環境保全課辺辺７２４･２７１１返７２４･２７２２

女川町の担当者から説明を受けました


